
















材に取り上げて、一般庶民を対象に、絵と平易な詞で理解できるようにしたものが錦絵新聞である。したがってほとんどの漢字に振仮名が付けられている。　『郵便報知錦絵新聞』は紫の枠に題号部分の赤い背景色、上部に十五行程度の平易な文章が書かれている。江戸時代から続く浮世絵の技術を駆使して色鮮やかなカラー刷りの一枚ものであり、 『郵便報知新聞』の雑報と呼ばれる記事の中から人々が興味をそそるような記事を選び出してやや誇張気味の浮世絵を付けていた 今でいう大衆向けの写真週刊誌やゴシップ雑誌 ような存在となっていた。　記事の執筆者は未詳の場合が多いが、記名のある記事もある。亀
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ろんであるが、 何より事件を客観的に見て報道すると う「客観性」に欠けていたということが原因であると考え いる。　
多くの第一人称代名詞を用いた『郵便報知錦絵新聞』は読み物的
性格が強かったため客観的な立場に立った記事となりえなかったのである。
注
（１）飛田良文『明治生まれの日本語』
　
淡交社
　
二〇〇二年
　
十四
頁に、 『明治奇文』第二篇に同様の例があると述べている。
（２） 『国語大事典』
　
小学館
　
一九八二年
（３） 『日本語学 辞
　
東京堂出版
　
二〇一八年
　「新聞」の項
（五四九頁）による。
（４）鈴木英夫「新聞の文体」 『講座日本語学８』
　
明治書院
　
一九八二年
参考文献
『郵便報知新聞自立語索引』
　
山口豊
 編
　
兵庫県立夢野台高等学校
　
二〇一七年
『日本語学研究事典』
　
明治書院
　
二〇〇七年
『大辞林
　
第二版』
　
三省堂
　
一九九九年
「新聞の公共性と役割」
　
日本新聞協会
　
二〇一三年
『日本錦絵新聞集成』
　
土屋礼子
 編
　
文生書院
　
二〇〇〇年
『柳髪新話浮世床総索引
　
山口豊
 編
　
武蔵野書院
　
一九八三年
『牛店雑談安愚楽鍋用語索引』国立国語研究所
　
秀英出版
　
一九七五年
『岸田吟香「呉淞日記」日本語 』
　
山口豊
 編
　
武蔵野書院
　
二〇一二年
『ジョセフ彦
　
海外新聞』
　
早稲田大学図書館資料叢刊２
　
一九七七年
― 11 ―
『海外新聞総索引』
　
山口豊
 編
　
武蔵野書院
　
二〇一八年
『横浜新報もしほ草』
　
世界文庫『幕末明治新聞全集４』所収
　
一九六六年

（やまぐち
　
ゆたか・武庫川女子大学）

